
Title 戸原四郎著 ドイツ金融資本の成立過程
Sub Title
Author 大島, 通義

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1960

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.53, No.9 (1960. 9) ,p.809(71)- 810(72) 
JaLC DOI 10.14991/001.19600901-0072
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19600901-

0072

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


新

刊

紹,

介

林
■

達

史

調

查

会

編
.

：

,

V
.

養

;:
:
;
1

『

：既

本

林

業

：
発

：：繁
\，
士

_
:
:
_

::
'
:
を

尚
.I

:
(本

！！

^

ゼ

欢

酿

酿

が

篆

靖

氐

抬

ル

比

本

林

業

外

脚

.； 

治
以
降
の
展
開
過
稂
を
検
討
叙
述
‘
し
た
も
.の
で
ぁ 

ス

茗

汐

本

書

全

伴

の

^

耀

は
- ^

本

史

め

癲

集
^

つ
い
し
て
1-
- 

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
；
そ
れ
見
4

れ
ば
ぐ
第
ー
一
.

，•
'
は

，
：
1

-

1

1

^

_

^
裹

め

：
生

：
：
成

期

ゼ

#

欢
;2
>
雜
済
情
勢
,
ー
： 

と
維
新
政
府
の
経
済
做
策
の
な
か
.に
林
業
を
位
P

づ 

.け
；て
叙
：̂
_

:さ
：れ
、
':
,::
と
ぐ
に
へ「

林
野
術
有
の
：形
.成
：過
：：：

程」
)

を
中
⑷

に
、；
第
一一

編
ば
： 7

資
本
主
.義

：
の

：
路

最

靡

' 

.に

蘇

，
げ

谷

林

業

じ

^ -

取
揿
わ
れ
、".と
く
に
明
治
三
十 

.
年
の
靡
林
法
の
成
せ
過
程
、
及
.び

明

：
治

四

十

年

：
の

同

： 

'法
改
J E

経
.
■
4

^

れ
令
要
靖
し
；た
秣
業
の
生
産
事
倩
.：
 

が
分
：析
叙
.述
さ
.れ
る
。

(

以

上

本

巻

に

今
；：

ま

れ

る

)

 

未

刊

行

で

は
.ぁ
る
，が
、
第
三
編
に
お
い
て
第
一
.
次

犬
‘ 

.戦

.
の

影

響

を

'
.
ぅ

け

貧

転

す

る

0 '
;

有

林
.の
"経

営

^

行

ぎ
 

お
よ
び
民
有
林
業
の
推
移
が
、
第
四
縞
は
戦
時
統
制 

経

済

下

に

お

け

る

棘

業

巧

第

五

縞

は

：
.
戦

後

办

兹

革

•
期
に
お
"け
る
林
業
経
済
の
再
編
成
と
林
業
政
策
の
転 

_
換
過
程
が
取
扱
わ
れ
る
答
で
あ
る
と
.
い
ぅ
0
.
か
く

ー.
.：て
、)

本
書
は
明
雄
以
降
の
0 ;

本

杯

業

；
の
：
史

时

屎

開

.と
へ
： 

.
そ
の
構
造
的
特
賓
を
林
業
諸
政
策
の
推

移

と

共

に

日
 

本
資
本
、

H

義
の
生
成
丨
発
展
に
即
し
て
検
討
し
、
日 

，本
林
業
の
全
貌
を
明

白

に
せ

ん

‘
と

す

る

一

允

労

作

で

ある
と

， .； *

レ

え

よ

う

。

 

r

さ

て

本

書

を

！

i
c

ぬ

い

て

い

る

方

货.
、
'わ
，
が

国

林

：
 

'.
«
業
0 :
.
*:
妳

展

開

：を
：日

本

資

本

主

義

呤

每

成

1,
婼
^

-

:
 

y

成
_

歡

辑

、蕭

.
Uて
：把

握J

^

i:
る

髮
■

'
 

、
此

：W
点

赞

成

；
で
；ぁ

念

資

本

主

義

生

塵

^

s
' 

業
部
門
に
お
い
て
成
立
し
、
そ
の

.

.
1
2
1
.

火
な
.
.歩

み

を
.開

..： 

這

始

す

：る'寿
：顏

ハ
'-
'
-
'ず

べ
^

の
生
.避
_

は
^

■
，に
お
か
れ
、
資
本
.主
義
へ
の
道
を
歩
み
は
じ
め
る
。
 

林
業
も
，そ
の
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
林
業
に
お
い
て 

は
：.い
ち

じ

る
.し
く
特
殊
な
事
情
が
伊
在
し
て
い
る
.
'と
.. 

_
.こ
キ
か
.
ら
、
,
賢
本
主
義
へ
：の
道
典
げ
'わ
：し
1^

、
が
^ :
;

■
が
#

雜

氣

事

情

が

ー：.
' 具

体

的

に

、̂

膨

：
の
：相

：
_

妒

ザ

：
 

て
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

」

ま

ず

資

本

主

義

坐

成

期

：に

如

1>
そ
_
;治

初

期

ビ：
_

: 

.
:^
る

官

有

淋

：

(

国

-̂
林
レ〕

御
斟
林
や
务
民
务
林
ハ
公
有
へ 

林
野
と

I

有

林

野)
；

の
.形

成

過

程

と

：、
.
こ

の

形

成

の 

■

前

提

：ど

か

？
た

幕

藩

体

制

下

に

.お
げ
，る
林
野
ひ
奮

‘

•
形
態
が
問
わ
れ
：るt

第
一
編
：

>。

: '

さ
ぎ
に
、
明
治
初
C

 

.
「

に
成
立
を
み
た
ゎ
が
国
牀
業
所
有
办
'区

分

を±-
.
台

ど

.

七
〇

‘(

八
〇
八)

::
.
:
'
;
,1
>

^

白

：本
»

本

32
義

が

発

風

撕

に

；入
?»
;
ど

共

に

、

.
:'/
:
'
;
,
林

業

経
.:
#

が
：展
開
す
レ
？
明
治
ー
1

#

#

森̂
林
；法」

V;
鑭

定
'p
'w
景

、

：
馨

過

程

’
ま

の

衡

格

で

国

有

林

の
 

;;
;
.

#
涨
_

騰

鐵

痕

駕

業

絳

営

：
の

開

始

、
；

.

.明

治

四

十

：
：
 

年

「

森

林

法

改

芷」

森

林

組

合

等

多

く

の

事

実

が

論 

.

ぜ

、b'
れ

(

第
二
.編)

、

筆

者

は

わ

が

国

林

業

発

逢

を

特 

;'
'-::

:
色
：づ
^

ギ
:̂

0
と
‘.1/
ゼ

、

ー
_

家

權

ヵ

か

林

免

 

ぐ)

取

奪
'
&
持

0 ,
#

|
^.
,;
:
.
錄

影

的

詆

関

係

吹

瞼

固

な

を
 

，
-
践

存

が

、

わ

が

国

近

代

林

業

の

合

理

的

な

展

開

：を

.故
 

げ

て

い

•る

こ

と

と

を

と

く

に

強

調

し

て

い

る

。

,

-.
,

本

書

匕

ぉ

け

る

叙

述
'は
、.
過

去

の

業

績

友

參

考

吸 

CV
.
一
ハ
取
.

^

.規

存

|

資

科

を

綿

密

に

探

究

分

析

し

允

結

某 

.

な

さ

れ

た

も

の

で

あ

，っ
て
、

概

ね

公

芷

な

る

見

解

に

，
 

ょ
、っ

て

貫

ぬ

か

れ

て

い

る

と

云

っ

て

ょ

い
o'
今

後

わ

，

-;
'
:絕

国

淋

業

の.爾
參
者
於
と
っ
：て

::
.:̂

又
政
策

.祖

当

者
|
4 

:
:

と
？
て
S
:貴

重

如

る

，
研

究

で

あ

る

。
：
本

#

究

成

完

成 

' 

'，̂

み
一
る
：に"至
:
?た

経

過
^

つ
VV
-
て

ば

：

「

序」

.
に

詳

述

：
： 

と.
各

：れV

 
V

る

ご

ー

ど

ぐ

で

务

る

や

ニ

I
f

把
象
一
平
氏■の
：校 

V

間

良

が

直

接#.
究
執
筆
に
從

.事

.し
.̂
宇
培
崎
：
1
睞
氏 

.

の
労
苦

•に
対
し
敬
意
を
表
し
た
い
。

へ
林
業
発
達
.史 

3

調
査
'会
：編

：葉

発

行

：

(;
*
:昭

和

三

：
4
-五

年

三

月

：
.
'
<
!
5
-. 

」

七

七

九

頁'.
頒
価
ー'
ー
ー
〇
〇@

•

—

島

崎

隆

夫

一

.

f

 

* 

氺

•
ガ
ル
ブ
レ
ィ
ス
.著

-.
-
 

-
■
:

鈴

木

哲
.太
.郎

訳

.

;-
:

:

.

:

『

：ゆ
た
が
な
社
会

1
:

^

:

^

'
.
.■■
. 

.、.

.

.
-
.
" 

. 

' 

- 

; 

<
-:'
，
. 

.‘..V..:,

- 

.... 

•
+
.

.
実

業

家

た

ち

が

自

分

独

自

の

経

験

判

断

で

経

済

を 

•理

解

し

て

い
.る

と

お
%'
■-
?

で

い

る

う

ら

に

は

、

実
は 

無

意

識

の
h

ち

に

経

済
^

の

敎

え
^

理

論

あ

る
'い
は
：
_ 

経

済

学

者

の

.
言っ

た

こ

と

が

取

り

い

れ

ら

水

立

，ち
は 

た
•
ら

い

て

い

る

、.
と

い

っ

た

意

味

の

こ

と

を

ケ

ィ

ン 

ズ

は

述

べ

た

も

の

だ

が

、

こ

こ

で

は

反

対

に

、

経

済 

学

の

伝

統

的

な

考

え

方

が

い

つ

の

ま

に

か

経

済

の

実 

勢

か

ら
®

き
ざ
.
り

に

さ

.
れ
、

因

襲

的

な
'「

通

念

」

. 

c
o

ldv
e
i
l
t
i
o
n
a
l
-
w
i
s
d
o
m
,

に
変
つ 

y

 

し

ま

う

こ
と 

を

搬

办

て

：い

る

.0
で

は

通

念

と

は

な

に

か

。
’
貧

困

が
 

終

済

の

基

本

原

則

の

な

か

に

ひ

そ

む

抜

き

さ

じ
.
な
>̂
-
. 

ゆ

間

題

：で
^

る

こ

：
ど

兄

生

產

掂

張

は

経

済

界

欢

变

定

； 

を

保

証

す

る

最

大

の

手

段

で

あ

な

こ

と

。

自

由

社

会 

で

は

個

人

の

.
思
ラ

ま
.ま
-な
.'る

，選

択̂

ま
.か
.
せ

を
 

'.

「

消 

費

啫

主

榻」

が

確

立

し

て

い

る

こ

と

等

々

。

ゆ
た
か
な
社
会aBuent. society

.
は
こ
う
し 

た
逝
念
を
也
さ
ぶ
.マ
て
、
経
済
学
^'
に
ほ
ん
と
う
の 

現
实
を
認
識
し
て
も
ら
わ
ね
‘ば
な
ら
ぬ
.,0
た
と
え
ば 

貧
困
は
、
こ
ん
に
ち
す
で
に
局
所
的
な
.現
象
.で
あ

為
；：

政

靜

_

奮

_

摄

拔

の

舊

1

^

.新
刊

紹

介

.
級

な

る

も

の

は

き

わ

め

て

限

ら

れ

た

一

部

の

住

民

た 

ち
，で
.あ
(?
-
.、
■■
-
所

得

分

布

は
.必
_ず

1.
も

平

等

で

な

1>
.に 

.

.せ

よ

''
ー
；
般

市

民

に.ど
へ:-
?
'
:て
：
富
.«:
:

9
生

活

は
.取

0:
.̂ 

く

し

ま

の

一

.
な

い

も

の

で

は

決

し

て

な

い

ほ

ど

に

、

.生 

活

水

準
-は

高

ま

り

か

づ

規

格

化

さ

れ

て

い

る

。

あ
る 

6
は
完
全
：雇

用

の

た

め

<9
;生

：產

拡

張

は

、
^

^

の
>
だ
'

:

か
.

Q

保
障
と
資
源
配
分
の
合
理
一
性
ど
も
.ど
^
ち
.づ
：か
' 

:ず
の
'.混合
_を
.來
た
;.
!
.、
慢
性
ィ
.ン：'
^
'1
/
;め
.
#
-
威
か
ら
. 

免
れ
え
な
い
の
が
現
突
と
な
な
つ
つ
あ
る
。
典
産
の 

■

拡
張
は
■相
つ
ぐ
生
產
拡
張
に
よ
っ
て
の
み
経
済
安
定 

を
維
持
で
き
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
.、
こ
れ
ほ
，ど
不 

安
定
な
安
定
•は
な
い
は
ず
だ
。
も
し
そ
れ
が
ゆ
た
か 

な
社
会
で
維
持
し
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
生 

鹿
者
の
消
費
者
へ
の
誘
惑
に
よ
る
も
の
に
ち
が
い
な 

:.

:ぃ
？
：生
產
_
欢

'<
^
生
腠
ば
1
1
|
時
に
宣
核
に
^
<
漳
妨 

V
:を
意

味

す

，
る

。

:'
-
'谓
費
者
主
権
#
幻
影
#
:お

消

#
 

.，者
の
欲
望
は
生
産
者
良
ら
造
り
だ
す
。
消
費
者
同
士

の
■デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
.、
企
業
対
企
業
.の
マ
ー 

ヶ
ッ
•ト

•
シ
工
ァ
確
保
競
争
と
並
ん
で
、
消
費
者
が 

生
産
皆
の
直
接
支
配
下
に
お
'ち
こ
む「

依
存
効
果J 

ノ
 depe

tJdeEce 

el̂
e
c
t が
.マ
ク
.
.ロ

.0
経
済
運
動
の 

説
明
原
理
と
な
ら
な
く
て
，は
な
ら
ぬ
.
.0
' 

.

:'̂
;

_
纖
産
):
:
-経
.済
保
障
_
を
敗
_
に
^
糜

^

吁̂
：る
：

:
:
;■
■
■■
。
義

的

消

費

乾

公

勝

消

費

样

と

：
：ー
ぇ

#
教
：
^
^
:
_

,

療

、

環

境

等

と

の
W
ハ

ラ

ン

ス

を

い

か

に

し

て

は

か

る 

' 

'か

：等

。

し

か

も

こ

，
れ

ら

.の

間

題

は

伝

統

的

経

済

学

の
 

ン

通

念

を

も

？
て

し

て

は

极
.い
え

な
ぃ
と
-
ぃ
：
ぅ

こ

と

を
 

著

者

は

強
調
す
る
ャ
ま
こ
と
ぬ
ゆ
た
か
な
ザ
ー
ィ
ジ
ョ 

.••
■

^

を
：合

ん

だ

読

み

物

で

あ

.る

0

(
奢

波

書

店

刊

(

.

B
 

へ

;6
'

;

:

.

s

四
：：

賛

■.
•
ニ

ニ

七
0
@

:

::'
.

-
 :

•'
.
.-
.

丨

大

熊1
郎
丨

.戸
虜
四
鄭
著

'
'裏

 ̂

:
:'
、
.
：
 

『

K
:ィ

.ッ
金

融

資

本

0
成

：
立

過

程

』
：

金
融
資
本
成
立
史
研
究
の
分
野
で
は
、
従
来
そ
の 

実
証
的
成
果
の
比
較
的
乏
し
い
こ
と
を
歎
か
れ
て
き 

た
が
っ
最
近
^
生

川

笨

治

ダ

大

髮

ー
^
鎌

田

班

三.

氏

な

ど

の

業

親

を

は

じ

め

と

し

て

幾

つ

か

の

す

ぐ

れ 

:た

鞒

究

：が
_

み

耙

癸

れ
.
.て
；老

^

:

:本

書

の

：#
者

、
.
戸 

原

氏

も

、

す

で

に

、

こ

の

分

野

に

関

す

る

雑

誌

論

文 

な

ど

で

関

心

あ

る

人

々

に

注

目

さ
.れ

て

い

た

が

、

本 

書

は

、

そ

れ

ら

も

舍

め
•て
、

箸

者

の

研

究

成

果

を

集 

晚
*

た

：
も

：
の
.で

：
あ.
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?
>
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.著
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が

欧
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中

：
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れ
.た

豊

富
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資

料

を

裳

礎

に

權

成

さ

れ

た

研

究

で

あ 

り
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.
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ぶ

^

き

点

を

多

く
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？
て

い

る
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同

じ

ょ

ぅ

に

ド

ィ
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融

資

本
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過

程

を

分

 

析
の
対
象
.と
し
た
大
野
氏
の「

ド
ィ

ブ

金
融
資
本
成
. 

V
.な

：ニ
'
.
.一：。

ナ

^

^



立
史
論J 

(

有
斐
閣
刊)

と
は
.異
な
り
、
戸
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芋
野
理
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に
立
脚
し
て
分
析
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厨
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す
レ
。
す
な
わ
ち
、「

芷
し
い
現
状
分
，析
を
お
こ
な 

ぅ
た

•め
に
ル
、
資
本
主
義
の
世
界
.史
的
な
発
展
段
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に
特
贫
な
費
本
の
類
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を
明
ら
か
に〗

す
ふ
こ
と
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か
に
す
る
こ
と
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段
階
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と
.し
て
の
金
融
資
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の
課
題
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な
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考
え
て
い
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。
そ
し
て
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か
最
祕
典
型
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灰
発
展
が

®

^
を
冷
本
ッ
.金
敏
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本
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
、
成
立
し
た
金
融
資
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の
性
格
を
明
ら
か
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す
る

‘た
.め
に
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成
立
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至
各
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程
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分
析
す
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ニ
点
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強
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さ
れ
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ぅ
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，っ
て
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ィ
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丨
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方
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お
け
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エ
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銀
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関
係
の
発
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限
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し
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‘い
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遊
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本
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成
立

♦
発
膜
し
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さ
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卜
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況
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過
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融
資
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す
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至
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分
析
す
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。
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；
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概
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れ
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を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
内

容
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通
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扒
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1̂
«
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^
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活
之
蕃
作
ヲ
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莱
產
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瓮
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資

本
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、ぺ
碭『

賢

沐

論
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結
論
、
.：が
_
龟 

ル
ク
ス
の
思
想
を
知
る
た
、め
に
"
重
耍
な
材
料
を
提

供
し
.て
-，い
る
と
い
え
ょ
ぅ

0

べ)

，執
筆
の

^
ら
、'い
.

)

は
.、：：^
馨
と
専
門
書
の
中
間
办
：べ
. 

水
準
で
、
•マ
ル
ク
ス
主
義
学
説
全
体
を
で
ぎ
る
だ
け

：
' 

凝

縮

し

た

、
か

た
.ち
-
.
で

提

示

す

，
る

'こ
.と
■と
.い
.わ
れ
て
い

' 

る
が
、
デ
カ
ル
ト
、

パ
又
力
，ル
、':
デ
ィ
ド
ロ
、
與
存
へ 

:

主
義
な
ど
に
つ
い
て
多
ぐ
の
箸
作
を
持
つ
だ
け
に
、

"

単
な
：る
一
概
説
書
で
は
な
：く
豊
富
な
,
■
提
起
に
満
ち 

.
て
お
り
、
ま
た
出
さ
れ
た
問
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と
対
決
し
ょ
ぅ
と
い
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積
極
的
纪
態
电
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瓜
妒
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取
り
上
げ
て
分
析
し
て
い
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し
、热
哲
学
观
判
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経
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氣
說
视
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至
：石
初
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扱
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へ
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自
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脊
察
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ぎ
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さ
れ
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の
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弁
証
丧
理
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な
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哲
学
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.，的
な
.練
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と
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い
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ド

ィ
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ィ
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ォ
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ロ
ギ
ー
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い
て
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、
唯
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論
に
没
頭
し
た
た
め
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#

.
証
渎
は
敢
置
さ
れ
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そ
れ
は』

齡
済
学
批
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.

に
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お
：把
で
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発

見

ざ

れ

た

：
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説

く

。
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'
-そ
.こ

^
:

「
『

哲
学
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，^

黄
困
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^

マ
ぜ
ク
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霧
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唯
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^

め
る
べ
.^.
.
.で
.は
な
.い
|_
:

.(

--
-
:ル
四
貢
- '

し
、： 

.

_

き

且

; 1

.
ー
 

を
読
む
^

^
£ :
.^

て
：は
、

' ぞ
の
発 

へ
表
が
：

f

経
済
学
批
S

に
先

ん

：
：
ず

を

こ

ど

.ー
0 -
年
、
：ン

f

資

產

；

』
，；

弟」

，
逸

に_
ん

ず
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つ
た
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：
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れ
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ら
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義
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.
科 

学
的
分
析
と
科
学
的
認
識
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す
な
わ
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_

ち
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の
樅
遗

、
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そ
の
内
的
迤
動
、
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レ

タ
.
リ

ァ

ー
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の

地

位

、そ 

の
政
治
的
可
能
性
の
科
学
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分
析
と
科
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的
認
識 

ゆ
、
た
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究
さ
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#
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理
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さ
：
.れ
'
う

る
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い

う
.立

場

，か
、b
、
.
マ
.
.ル'
へ
ク
ー
ス
ー
の
比
較
的
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.初
期

の

，作

品

を

、
マ
.
ル
ク
ス
主
義
の
形

成

過
程
に
お
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い
て
、
そ
の
運
動
過
程
の
中
に
お
^
て
位
硿
づ
け
ょ 

う
.と
努
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し
た
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と
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あ
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。
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改
訂
版

'に
ょ
っ
て
い
る
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デ
，ィ
シ
ー
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は
口
.ィ
ズ
銀 

行
顧
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で
あ
る
。
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.
刊

紹

•■介
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:

:
-
:
の
書
ば
英
国
人
に
と」

つ：.
.
て
は
ー
好

靡

な

金

：融

論

め

：
： 

教
秋
書
で
あ
る

0
金
融
•と
い
ぅ
と
、

と
か
く
フ
ィ
ナ 

ン
，ス
を
’思
い
出
さ
せ
る
が
、

フ
イ
ナ
ン
ス
は
む
し
ろ 

資
金
の
や
り
く
り
に
力
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
パ
ン
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キ
ソ
グ
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資
金
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や
り
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り
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相
手
方
と
也

.る

.金
；融

. 

機
関
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し
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資
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卜
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合
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が 

れ
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。
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メ
ヵ
ニ
ズ
ム
だ
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資
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ラ

ク
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あ
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融
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；
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；
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訳
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し
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い
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梁
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。
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.れ
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よ
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よ
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